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[1] f(t)を (0,∞)上の複素数値有界Lebesgue可測関数とする．H = {z ∈ C | Im z >

0}とおき，z ∈ Hの時，F (z) =

∫ ∞

0

f(t)eitz dtとおく．この積分の値が複素数値で定

まり，F (z)がH上正則となることを示せ．(使う定理の名前とその定理が使える根拠
をはっきりと述べること．)

[2] f(x)をR上の複素数値 Lebesgue可測関数で，ほとんどいたるところ微分可能
なものとする．この時，

g(x) =

{
f ′(x), f(x)が微分可能なとき，
0, f(x)が微分不可能なとき，

と定義すると，g(x)は，R上 Lebesgue可測であることを示せ．

[3] 実軸 R 上で Lebesgue測度を考える．
(1) L1 だが L2 でない関数の例を挙げよ．
(2) L2 だが L1 でない関数の例を挙げよ．
(いずれも根拠をきちんとと述べること．)

[4] 次の値を求めよ．

lim
N→∞

∫ N

−N

sin x

x
dx.

[5] 次の値を求めよ． ∫ ∞

−∞

1

(1 + x2)2
dx.


